
（14）週刊 酒類・食品 News＆解説 2022 年（令和 4年）10月28日（金曜日）　　第 3320 号 （第３種郵便物認可）
　
︿
動
物
性
食
品
と
植
物
性
食

品
の
違
い
に
つ
い
て
﹀

　

動
物
性
食
品
か
ら
植
物
性
食

品
へ
の
転
換
は
、
近
年
の
世
界

的
な
関
心
事
項
と
い
え
る
。
こ

れ
は
「
土
地
や
水
の
利
用
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
動
物
性
食
品
の
生
産
に
比

べ
、
植
物
性
食
品
の
生
産
の
方

が
環
境
的
に
持
続
可
能
で
あ

る
」
と
い
う
仮
定
に
基
づ
い
て

い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
仮
定
」
の

根
拠
と
な
っ
て
い
る
食
料
供
給

の
持
続
可
能
性
や
個
々
の
食
品

の
環
境
負
荷
に
関
す
る
研
究
に

対
し
、
動
物
性
食
品
と
植
物
性

食
品
の
栄
養
の

違
い
、
特
に
た

ん
ぱ
く
質
の

「
質
」
が
十
分

に
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う

指
摘
が
あ
る
。

　

食
事
性
た
ん

ぱ
く
質
に
は

「
植
物
性
た
ん

ぱ
く
質
」と「
動

物
性
た
ん
ぱ
く

質
」
が
あ
り
、

さ
ら
に
食
品
ご
と
に
、
た
ん
ぱ

く
質
含
有
量
、ア
ミ
ノ
酸
組
成
、

吸
収
率
や
利
用
率
な
ど
が
異
な

る
。
た
ん
ぱ
く
質
の
「
質
」
と

は
、
食
品
ま
た
は
食
品
の
組
み

合
わ
せ
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く

質
が
、
必
要
な
ア
ミ
ノ
酸
を
供

給
す
る
総
合
的
な
能
力
を
意
味

す
る
。

　

一
般
に
、
植
物
性
た
ん
ぱ
く

質
は
、
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
に
比
べ

て
「
質
」
が
低
い

傾
向
に
あ
る
。

　

例
と
し
て
、ア
ミ
ノ
酸
の「
桶

の
理
論
」
が
あ
る
。
た
ん
ぱ
く

質
は
９
種
類
の
不
可
欠
ア
ミ
ノ

酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ

り
、
９
本
の
栄
養
素
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
と
、
桶
に
は
最
も
少

な
い
ア
ミ
ノ
酸
の
量
ま
で
し
か

残
ら
な
い
。
植
物
性
た
ん
ぱ
く

質
に
つ
い
て
は
リ
シ
ン
の
量
が

少
な
い
た
め
他
の
ア
ミ
ノ
酸
の

量
が
多
く
て
も
、
最
も
少
な
い

ア
ミ
ノ
酸
の
量
ま
で
し
か
体
内

で
利
用
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

食
事
性
た
ん
ぱ
く
質
は
、
全

身
の
代
謝
と
機
能
、
成
長
、
発

達
な
ど
健
康
に
必
要
な
さ
ま
ざ

ま
な
不
可
欠
ア
ミ
ノ
酸
を
提
供

す
る
極
め
て
重
要
な
栄
養
素
で

あ
り
、
食
料
お
よ
び
栄
養
の
安

全
保
障
の
検
討
に
お
い
て
、
十

分
な
た
ん
ぱ
く
質
の
供
給
確
保

は
中
心
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
︿
世
界
的
に
不
足
し
て
い
る

た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
﹀

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
リ

デ
ッ
ト
研
究
所
の
Ｐ
ａ
ｕ
ｌ 

Ｊ
・
Ｍ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
博
士
は
、

過
去
に
発
表
さ
れ
た
世
界
各
国

の
成
人
の
た
ん
ぱ
く
質
必
要
量

や
、
窒
素
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
に

つ
い
て
、
た
ん
ぱ
く
質
の
質
を

考
慮
し
て
再
検
討
を
行
い
、
食

品
の
ア
ミ
ノ
酸
組
成
、
真
の
回

腸
ア
ミ
ノ
酸
消
化
率
と
利
用
率

の
両
方
を
考
慮
し
、
結
果
を
利

用
可
能
な
た
ん
ぱ
く
質
で
表
し

た
。
す
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質
の

「
質
」
を
考
慮
し
た
場
合
、
世

界
の
多
く
の
国
で
、
成
人
の
平

均
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
環
境

負
荷
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
「
動
物
性
食
品
の
生
産
は
環

境
影
響
が
大
き
い
」
と
い
う
認

識
は
大
き
く
異
な
る
と
い
う
結

論
が
導
き
出
さ
れ
た
。

　

土
地
使
用
量
で
は
、
当
初
想

定
で
は
卵
、
豚
肉
、
牛
乳
た
ん

ぱ
く
質
の
生
産
に
は
植
物
性
食

品
の
３
～
７
倍
の
土
地
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
が
、
適
切
な
消

化
性
リ
シ
ン
ベ
ー
ス
で
比
較
す

る
と
、
推
定
さ
れ
る
土
地
使
用

料
は
非
常
に
近
く
な
り
、
牛
乳

生
産
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦

生
産
の
差
も
大
幅
に
縮
ま
っ

た
。
水
使
用
量
で
は
、
消
化
性

リ
シ
ン
ベ
ー
ス
で
変
換
後
、
比

較
的
水
使
用
量
が
少
な
い
よ
う

に
見
え
た
小
麦
、
米
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
が
最
も
使
用
量
の
多
い

グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
牛
乳
生
産

は
最
も
効
率
的
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果

ガ
ス
）
排
出
量
は
、
消
化
性
リ

シ
ン
ベ
ー
ス
で
変
換
後
、
動
物

性
食
品
と
植
物
性
食
品
の
消
化

性
リ
シ
ン
１
㎏
当
た
り
の
Ｇ
Ｈ

Ｇ
排
出
量
は
全
般
的
に
同
程
度

と
な
っ
た
。

　

食
料
安
全
保
障
の
議
論
で
は

近
年
、
食
料
を
単
に
供
給
す
る

「
量
的
側
面
」
だ
け
で
な
く
、

健
康
で
肥
満
や
病
気
な
ど
の
問

題
が
起
き
な
い
「
質
的
側
面
」

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
健
康

で
持
続
可
能
な
食
事
を
考
え
る

う
え
で
、た
ん
ぱ
く
質
の
質
や
、

ふ
く
ま
れ
る
栄
養
成
分
な
ど
も

考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
。

　
︿
植
物
性
食
品
の
栄
養
学
上

の
問
題
﹀

　

植
物
性
食
品
に

は
、
不
足
し
が
ち

な
食
物
繊
維
を
豊

富
に
含
む
と
い
う
特
長
が
あ

る
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
も

豊
富
で
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の

よ
う
に
植
物
性
食
品
な
ら
で
は

の
生
理
活
性
成
分
も
あ
る
。
し

か
し
、
植
物
性
食
品
か
ら
だ
け

で
は
摂
取
が
難
し
い
栄
養
素
も

あ
り
、
厳
格
な
菜
食
に
近
づ
く

ほ
ど
、
い
く
つ
か
の
栄
養
素
の

不
足
に
陥
る
可
能
性
が
高
ま

る
。

　

そ
の
一
つ
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12

で
、
天
然
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
供

給
源
は
、
魚
、
肉
、
卵
、
牛
乳

乳
製
品
な
ど
の
動
物
性
食
品
に

限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
ビ
ー
ガ

ン
な
ど
の
厳
格
な
菜
食
者
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
が
不
足
し
や
す

く
な
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
が
欠

乏
す
る
と
、
貧
血
や
手
足
の
し

び
れ
、
精
神
や
認
知
機
能
の
異

常
が
現
れ
る
。
ま
た
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
鉄
、
亜
鉛
、
オ
メ
ガ
３

脂
肪
酸
な
ど
も
不
足
し
が
ち
と

な
る
。

　

特
に
注
意
し
た
い
の
は
、

ビ
ー
ガ
ン
食
と
子
ど
も
の
栄
養

で
あ
る
。
子
ど
も
は
健
全
な
成

長
と
発
展
の
た
め
に
、
成
人
よ

り
も
体
重
単
位
あ
た
り
多
く
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
素
が
必
要

と
な
る
。

　

昨
今
、
欧
米
を
中
心
に
世
界

的
に
ビ
ー
ガ
ン
が
増
え
て
お

り
、
ビ
ー
ガ
ン
家
庭
に
育
つ
子

ど
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
研
究
チ
ー
ム

が
ビ
ー
ガ
ン
食
と
子
ど
も
の
代

謝
や
栄
養
状
態
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。

　

身
体
計
測
の
結
果
で
は
、
普

通
食
で
育
っ
た
子
ど
も
と
比
べ

て
、
身
長
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
中
上
腕

部
の
太
さ
に
差
が
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
栄
養
素
の
摂
取
状
況

「
動
物
性
食
品
と
植
物
性
食
品
〜
補
完
と
共
生
へ
」

　

昨
今
、
世
界
的
に
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
（
植
物
由
来
）
フ
ー

ド
に
注
目
が
集
ま
り
、
関
連
商
品
が
多
数
、
市
場
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
環
境
や
健
康
、
動
物
愛
護
に

対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

植
物
由
来
食
品
と
対
比
さ
れ
や
す
い
の
が
動
物
性
食
品
で

あ
り
、
特
に
近
年
は
、
畜
産
に
由
来
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
な
ど
の
環
境
負
荷
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

肥
満
や
メ
タ
ボ
予
防
な
ど
を
意
識
し
た
健
康
志
向
も
あ
り
、

欧
米
諸
国
な
ど
を
中
心
に
植
物
由
来
の
食
品
を
選
択
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
植
物
性
由
来
食
品
が
良
く
、
動
物
由

来
食
品
は
悪
い
と
い
っ
た
取
り
上
げ
方
を
し
た
報
道
が
な
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
情
報
の
発
信
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
対
立
で
は
な
く
、
共
生
の
道
を

探
る
べ
く
、
Ｊ
ミ
ル
ク
学
術
調
査
グ
ル
ー
プ
の
池
上
秀
二
部

長
、
林 

雅
典
事
務
局
次
長
に
、「
動
物
性
食
品
と
植
物
性
食

品
～
補
完
と
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
聞
い
た
。

 

（
聞
き
手 

門
馬
恵
美
）

カ
ギ
は
た
ん
ぱ
く
質
の「
質
」

池上氏（左）、林氏（右）
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や
血
中
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
や

微
量
栄
養
素
か
ら
は
、
ビ
ー
ガ

ン
食
の
子
ど
も
は
、
葉
酸
の
摂

取
量
が
多
く
、
た
ん
ぱ
く
質
や

飽
和
脂
肪
酸
か
ら
得
ら
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
低
い
特
長
が
み
ら

れ
た
。
ま
た
、
栄
養
状
態
を
示

す
バ
イ
オ
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て

も
、
不
可
欠
ア
ミ
ノ
酸
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
低
い
こ
と
な
ど
が
観

察
さ
れ
た
。
現
時
点
で
は
具
体

的
な
影
響
に
つ
い
て
は
不
明
だ

が
、
更
な
る
大
規
模
調
査
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
︿
食
と
環
境
と
の
つ
な
が
り
﹀

　

動
物
性
食
品
は
、
牛
か
ら
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
は
じ
め

環
境
負
荷
が
高
い
と
し
て
、
畜

産
業
そ
の
も
の
を
否
定
的
に
捉

え
る
よ
う
な
議
論
が
環
境
学
者

を
中
心
に
起
こ
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
平
均
的

な
日
本
人
の
暮
ら
し
に
伴
う
１

人
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

年
間
７
・
６
ト
ン
で
、
こ
の
う

ち
食
に
由
来
す
る
排
出
量
は

23
％
の
１
・
４
ト
ン
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
内
訳
を
み

る
と
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
が
高
い
の
は
、
肉
類
、
穀

類
、
乳
製
品
の
順
と
な
っ
て
い

る
。
肉
類
が
高
い
の
は
、
飼
料

の
生
産
・
輸
送
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
に
加
え
、
家
畜
の
消
化
器

か
ら
の
メ
タ
ン
発
生
な
ど
に
よ

る
も
の
。
一
方
で
、
家
庭
で
の

食
べ
残
し
、
売
れ
残
り
や
期
限

が
近
い
な
ど
の
理
由
で
捨
て
ら

れ
る
可
食
部
の
「
食
品
ロ
ス
」

は
日
本
で
年
間
５
２
２
万
ト
ン

発
生
（
農
林
水
産
省
２
０
２
０

年
度
推
計
）
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
、
20
年
度
の
食
品
製

造
工
場
な
ど
で
発
生
す
る
可
食

部
以
外
も
含
め
た
食
品
関
連
事

業
者
に
よ
る
食
品
廃
棄
物
等
は

１
６
２
４
万
ト
ン
も
あ
り
、
工

場
等
か
ら
出
る
食
品
廃
棄
物
は

焼
却
す
る
と
多
量
の
排
気
ガ
ス

を
排
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
う
ち
の
５
割
以
上
を
畜
産
が

飼
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
畜
産
側
と
し
て

も
飼
料
価
格
を
抑
え
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
お
互
い
が

共
存
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
︿
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ

ム
へ
の
変
革
に
向
け
て
﹀

　

動
物
性
食
品
と
植
物
性
食
品

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ヒ
ト
の
健
康

に
欠
か
せ
な
い
主
要
栄
養
素
と

微
量
栄
養
素
の
供
給
源
と
な

る
。
動
物
性
と
植
物
性
の
両
方

に
含
ま
れ
る
栄
養
素
も
あ
れ

ば
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
の
み
存

在
す
る
栄
養
素
も
多
く
あ
る
。

　

現
状
、
健
康
的
で
持
続
可
能

な
食
事
に
つ
い
て
の
議
論
で

は
、
多
く
の
場
合
、
動
物
由
来

か
植
物
由
来
か
と
い
う
観
点
で

捉
え
ら
れ
や
す
く
、
対
立
の
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
簡
単
で
単
純
な
二

元
論
に
基
づ
い
て
、
動
物
性
食

品
を
排
除
す
る
こ
と
で
、食
事
、

健
康
、
持
続
可
能
性
と
い
う
課

題
の
解
決
に
は
至
ら
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

植
物
農
業
も
動
物
農
業
も
ど

ち
ら
も
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
し
て
、
食
料
や
飼
料
、
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
生
産
し

て
い
る
産
業
と
い
え
る
。
植
物

の
貢
献
は
大
き
く
、
ま
た
動
物

農
業
も
栄
養
素
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
（
廃
棄
物

に
新
し
い
価
値
を
与
え
る
）
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
健
全
で
持
続
可
能
な
食

料
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に

は
、両
者
が
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、

助
け
合
う
こ
と
が
必
要
だ
。

　
︿
動
物
性
と
植
物
性
、
補
完

と
共
生
へ
﹀

　

世
界
の
約
１
０
０
以
上
の
国

で
、
地
域
に
根
差
し
た
食
品
を

ベ
ー
ス
に
し
た
健
康
的
な
食
生

活
を
理
解
し
や
す
い
形
で
伝
え

る「
食
物
ベ
ー
ス
食
生
活
指
針
」

や
「
フ
ー
ド
ガ
イ
ド
」
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
針

の
ほ
と
ん
ど
に
共
通
す
る
の
が

「
多
様
な
食
品
群
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
食
品
と
栄
養
素
を
摂
取
す

る
」「
動
物
性
食
品
と
植
物
性

食
品
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
」
こ

と
。

　

動
物
性
食
品
で
補
完
さ
れ
た

植
物
ベ
ー
ス
の
食
事
は
、
高
品

質
な
た
ん
ぱ
く
質
と
多
様
な
ビ

タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
確
保

し
、
吸
収
性
や
利
用
効
率
も
高

ま
る
。

　

動
物
性
食
品
と
植
物
性
食
品

は
、
競
合
す
る
存
在
と
し
て
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
。
日
本
と

い
う
国
の
風
土
、
栄
養
、
社
会
、

経
済
、
環
境
と
い
う
す
べ
て
の

領
域
を
考
え
、
最
適
化
す
る
全

体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切
で

あ
り
、
動
物
性
食
品
と
植
物
性

食
品
が
互
い
に
補
完
・
共
生
す

る
新
た
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
「
持
続
可

能
で
健
康
的
な
食
事
」の
実
現
、

ひ
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
へ

の
力
と
な
る
と
思
う
。

　
︻
大
阪
︼
エ
ー
ス
コ
ッ
ク
は
17

日
か
ら
、「
も
っ
た
い
な
い
を
お

い
し
い
に 

な
に
わ
の
潮
（
う
し

お
）
ラ
ー
メ
ン 

醤
油
／
塩
」
を

発
売
し
た
。
日
本
全
国
の
活
用
し

き
れ
て
い
な
い
「
も
っ
た
い
な
い

食
材
」
を
活
用
し
、
国
や
自
治
体

と
の
連
携
で
食
品
ロ
ス
削
減
に
貢

献
し
て
い
く
カ
ッ
プ
麺
シ
リ
ー

ズ
。第
１
弾
と
し
て
、「
大
阪
産（
も

ん
）
の
未
利
用
魚
」
を
活
用
し
た
。

60
ｇ（
麺
50
ｇ
）、税
別
２
１
４
円
。

　

大
阪
府
公
館
で
記
者
発
表
し
、

村
岡 

寛
社
長
（
写
真
上
・
左
）

は
「
食
品
を
扱
う
企
業
と

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

役
割
を
考
え
、
農
水
省
が

推
進
す
る
食
品
ロ
ス
削
減

国
民
運
動
『
Ｎ
Ｏ
－
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
に
賛
同
し
て

い
る
。
社
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
商
品

開
発
し
て
き
た
。
お
い
し

さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
手
軽
に
参
加
で
き
る
商

品
を
、
地
元
大
阪
府
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事（
同
右
）

は「
大
阪
に
は
食
の
魅
力
が
あ
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
も
結
び

つ
け
て
発
信
し
て
い
く
。〝
も
っ

た
い
な
い
〟
と
〝
お
い
し
い
〟
の

コ
ラ
ボ
を
、
商
品
を
通
じ
て
全
国

に
広
め
た
い
」
と
話
し
た
。

　

大
阪
湾
は
「
魚
庭
（
な
に
わ
）

の
海
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
魚
介
類

の
宝
庫
で
、
Ｊ
Ｆ
大
阪
漁
連
の
協

力
の
も
と
未
利
用
魚
を
ス
ー
プ
の

出
汁
に
活
用
し
た
。
今
回
、
関
西

で
食
べ
ら
れ
る
高
級
魚
だ
が
魚
体

サ
イ
ズ
が
大
き
く
食
用
に
で
き
な

か
っ
た
「
ハ
モ
」、
練
製
品
の
原

料
だ
が
ロ
ッ
ト
が
ま
と
ま
ら
ず
出

荷
で
き
な
か
っ
た
「
シ
ロ
グ
チ
」、

小
骨
が
多
く
調
理
が
難
し
い
「
コ

ノ
シ
ロ
」
を
使
用
し
た
。
商
品
は

大
阪
府
庁
と
の
合
同
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
情
報
発
信
す
る
。

　

今
後
シ
リ
ー
ズ
は
、
不
揃
い
野

菜
や
、
食
品
製
造
時
の
副
産
物
な

ど
、
全
国
の
「
も
っ
た
い
な
い
食

材
」
を
商
品
化
し
て
い
く
。
第
２

弾
は
来
年
春
夏
に
発
売
し
、
年
に

３
～
４
エ
リ
ア
か
ら
商
品
化
し
て

い
く
予
定
。
２
０
２
５
年
開
催
の

大
阪
・
関
西
万
博
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
へ
の
貢
献
を
目
指
す
べ
き
テ
ー

マ
に
掲
げ
て
お
り
、
開
催
地
大
阪

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
発

信
し
て
い
く
。 

（
Ａ
）

エースコック
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